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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁

天 1-2-2-200),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天

2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター

(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除 6-5-18),シネ･

ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★経済･原発･憲法･基地･労働･市政―と大事

な問題がぎっしり詰まっています。労働者の

祭典｢メーデー｣。マスコミがこぞって軽視す

るイベントを港区では敢えてトップで扱いま

した(1 頁)。｢アベノミクス｣とやらに煽られ

たＧＷの喧騒。その谷間に咲いた赤い花。シ

ュプレヒコールを叫ぶ労働者のきりりと引き

締まった表情、それを見送る沿道の人々の期

待を込めたまなざしが印象的でした。 

★｢こんな集まりがあったのか！｣と胸が熱く

なりました。花見で賑わう八幡屋公園でたま

たま見かけた超明るいグループ(15頁)。励ま

し合いつつ地獄の苦しみから抜け出し、人間

の弱さと強さを人一倍実感した人たちの表情

の何と爽やかなこと！ 桜の盛りは過ぎてい

ましたが、そこだけはまだ満開のようでした。 

★戦争の悲惨さだけでなく、苦難に負けず生

き抜く人間の強さを感じてもらうことも「戦

争体験」連載の目的の一つです。今号から始

まる猪伏昌三さんの体験談(32頁)。そこで語

られる、生命の危機、女性の悲劇、肉親や学

友との別れ、生きるための労働、民族を越え

た親切―等々のドラマは、震災・原発・失業・

自殺・いじめ・体罰など、ある意味戦争以上

に苛酷な状況下にある私たちに、生きるため

の示唆を与えてくれるかもしれません。 
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